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標準化戦略⼈材
①企業の経営戦略として、標準化

の活⽤⽅法を考える⼈材

規格開発・交渉⼈材
②規格の原案作成や国際会議での

交渉を⾏う⼈材

活⽤・普及⼈材
③制定された規格の活⽤のための

地合いづくりに取り組む⼈材

若年⼈材
（上記の⼈材を持続的に供給する
ためには、）④標準に関連の深い事
業部⾨を中⼼に、若年のうちに、標
準化の経験を積む、あるいは研修等

を通じて知⾒を備えることが必要

類型 主な内部⼈材の例

 経営層〜事業部⾨
（経営企画部、研究開発部、知的
財産部、マーケティング部等）

 TCなどの幹事や議⻑、原案作
成可能なエキスパート

（技術者、研究者や品質保証担
当、国際交渉⼈材の組合せ）

 渉外部や海外事務所等、国内
外のロビイングを担当する者

 マーケティング担当

 2050年を⾒据えれば、特に
20代〜30代の者

 研究開発、知的財産、経営企
画、規制担当など、関連の深
い事業部が存在（単⼀のセク
ションに閉じない）

外部⼈材の活⽤例

 ストラテジストとしての外部⼈
材（学識経験者、弁理⼠、コ
ンサル、社外役員…）

 産総研、NITE、JSA等
 学識経験者、弁理⼠等
 認証機関等

（政府や経済団体との連携が考え
られる。）

（雇⽤流動化を⾒据えれば、⾃社
他社問わず、必要な素養と考えら
れる。）
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２．問題意識③ ー標準⼈材の多様化への対応ー
 標準化⼈材の⾼齢化が進む中で、必要となる標準化⼈材も多様化。
 市場獲得・創出のための標準化活動は、マーケティングや研究開発、製品企画、設備投資等の経営

戦略と⼀体的に進めることが必要。
⇒安全・安⼼の確保のための標準化とは異なる側⾯があり、従来とは別軸の能⼒を備えた⼈材が

必要に。
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４．今後のスケジュール（現時点での想定）

スケジュール

⽇程 本検討会における議題

第１回
１０⽉３０⽇（⽉）
１６︓００〜１８︓００

・本検討会の設⽴趣旨
・学会との連携に関する事業の進捗報告
・教育プログラム検討事業に関する⽅向性の報告
・アカデミアにおける標準化参画の現状と施策の⽅向性に関する議論
・STANDirectoryの進捗報告及び項⽬の議論、外部⼈材活⽤施策に関する議論
・UNITT及び産業標準化事業表彰特別シンポジウムの報告

第２回
１２⽉頃

・アカデミアにおける標準化参画の現状と課題に関する議論
・学会との連携に関する事業の進捗報告及び連携内容の議論
・教育プログラム検討事業に関する⽅向性の報告及びプログラム内容の議論
・STANDirectoryの進捗報告

第３回
２⽉頃

・今年度の本検討会報告書とりまとめ
・学会との連携に関する事業の成果報告及び次年度に向けた計画
・教育プログラム検討事業に関する成果報告及び次年度に向けた計画
・STANDirectoryの成果報告と今後の活⽤に向けた議論


